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衛星熱赤外画像から推定される1985年

三陸・常磐沖の海況変動

黒田芳史*1 浅沼市男*1

海洋科学技術センターが1985年9月に実施した三陵 ・常磐沖の海洋観測において，

気象衛星NOAA9号の熱赤外画像から得られた海表面温度 CSST)分布の利用を試

みた。本報告では，はじめに， 9月8日の衛星画像によるSSTと， 9月12-15日の

XBT観測による表層水温および鉛直水温構造を比較した。その結果，両者にあら

われる水温前線の位置は変動していたが， その水温勾配は同程度であった。特に黒

潮北上分派域，親潮前線域では衛星による SST分布はその直下の鉛直水温構造を

よく 反映している乙とがわかった。つぎに 1985年5月-11月にかけて時系列的に

得られた12軌道の衛星画像から，黒潮， 暖水塊，黒潮北上分派，親潮分岐について

位置，水平規模等を推定した。乙れらの結果から，1985年春季に発生した大型孤立暖水

塊がすくなくとも8月上旬ま で常盤沖に存在した乙 と， また 9月の海洋観測前に黒潮

の北上および親潮第2分岐の南下が顕著であった乙とがわかった。そして9月観測

時?とみられた黒潮北上分派はその後釧路沖暖水塊に暖水を供給したと推定される。

A Survey of Sea Surface Temperature Fronts offthe East Coast of Jap組

in 1985 Using NOAA-9 Infrared Images 

Yoshifumi Kuroda*2 Ichio Asanuma*2 

A time series of NOAA・9satellite data from May to November 1985 was 

obtained to survey the oceanic fronts off the east coast of Japan. 

First， we compared the sea surface temperature (SST) observed by the 

satellite on September 8 with the SST and temperature vertical sections 0 b-

served by expendable bathythermographs (XBT) during September 12-15. 

The XBT measurements were made by JAMSTEC， using RjV KAIYO， in an 

exper加lentfor observing hydrographic structure in the area. As there was a 

good correspondence between the SST fronts and the temperature sections， 

the satellite data enabled us to investigate the horizonta1 distribution of a 

Kuroshio wa口nbranch and Oy，ashio cold intrusions. 

Second， we examined the iinages from 12 satel1ite orbits and detected 

. the SST fronts associated with the Kuroshio， warm core rings， and Oyashio 

intrusions. We have also estimated the position and the horizontal scale of 

these phenomena， and discuss the changes observed in them. 
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1.はじめに

海洋科学技術センターでは 1985年 9月に三陸

.常磐沖の海洋構造を明らかにする目的で海洋観

測を行った。その海域実験前後の1985年5月，._11 

月にわたり，気象衛星NOAA9号から得られた熱

赤外画像により海表面温度の分布を調べた。乙の

ように衛星画像を利用した目的は以下に示す3つ

の理由による。

(1) 海域実験時の海洋構造と衛星による海表面

温度を比較し，両者の関連を調べる。

海域実験のデータは測線上に限られ，実験海域

面積も現象の水平規模iζ対して十分とはいえない。

そ乙で，広域にわたる水温分布を与える衛星画像

と比較し，実験時にとらえた海洋構造の平面的7ま
拡がりを推定する。

(2) 海域実験時に観測された海洋現象の変遷を

調べる。

目標とする現象の発生 ・消滅等の過程を実験前

後の衛星画像から追跡し，実験時の海洋構造が，

乙の現象の変遷のどの様な段階にあたるかを推定

する乙とで，実験時データの解釈に役立てる。

(3) 最適な実験海域を選定する。

海域実験において目標とする，暖7k塊等の現象
の水平規模と位置をあらかじめ推定し，それを基

に実験時の測線，潰，IJ点を決定し，効率的な実験を

可能にする。

以下では(1)，(2)について報告することにし，は

じめにNOAA熱赤外画像のデータ処理について

簡単に述べる。次に 9月8日の衛星画像による海

表面温度 (SST)と， 9月12--15日の海域実験

時のXBT観測により得た表層水温との比較を行

う。また，衛星画像による SSTとその下部構造

である XBTによる鉛直断面水温を比較する。そ

のあとで， 1985年 5月から11月にかけ，時系列的

に得られた12枚の画像から三陸 ・常磐沖の黒潮，

黒潮北上分派，暖水塊，親潮l乙付随する海表面温

度前線を抽出し，それらの変動について述べる。

2. NOAA-9熱赤外画像のデータ処理

について

NOAA-9衛星に搭載されている改良型高解像

度放射計 (AVHRR)の熱赤外波長域のデータを

用いた。乙のデータは気象庁気象衛星センタ ーで
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表 1 利用したNOAA9号データ日時及び

Data No. 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

軌道番号

Orbit numbers and date of collected 

NOAA-9 data. 

Date Time Orbit No. 

23 MAY 
(JS。

2282 13 : 49 

06 ]UN 13 : 00 2479 

01 JUL 13 : 36 2832 

28 JUL 13 : 50 3213 

09 AUG 13 : 22 3382 

22 AUG 12 : 45 3565 

25 AUG 13 : 53 3608 

04 SEP 13 : 47 3749 

08 SEP 13 : 05 3805 

21 SEP 14 : 07 3989 

03 OCT 13 : 13 4158 

04 NOV 13 : 01 4609 

受信された高分解能直接伝送信号 (HRPT)であ

り，日本気象協会より磁気テープの形態で入手し

たものである。このデータから海表面温度を求め

るために幾何補正，大気補正を行った。補正に関

しては， をお召，その他， (1985) 1 )の検証したMaul

(1983) 2)の回帰式を採用した。表 1~ζ1985年 5 月

から11月の間，三陸 ・常磐沖で比較的雲量の少な

いものを選び，上記の補正を行った12画像につい

て，それらが得られた日時とNOAA-9衛星の軌

道番号についてまとめた。また図 1にそれらを時

間軸上に並べたものを示した。

.MAY. JUN JUL AUG SEP OCT NOV 
23.1 6 ~ 9 2225)48 21 @ L1 4 畠品 @ QA  Q d ‘事 。 ‘晶

Photo 2-a b c d e fg hi- j k e 
Ship observation 

図 1 時間軸上の衛星画像データ取得月日およ

び海域実験期間

Date of satellite and ship observation 

on a t1me aXls・
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表層水温とを各測線につき比較した。衛星画像に

よる温度は 1Oc毎にレベルスライスされているの
で，例えば100 -- 110C~とあるものは 10.5

0

Cとして

読みとった。衛星観測から XBT観測まで4日~

7日の遅れがあり 水温前線の位置は変動してい

る。しかし水温勾配はほぼ一致していて，前線自

体は少なくともこの期間中維持されていたと考え

られる。

乙れらの XBTの表層水温と それと同じ地点

で得られた衛星画像による SSTとをすべての

XBT損IJ点につき比較したものを図4に示した。

衛星画像値は XBT観測の値よりも平均で 1.4
0

C

上まわり，それらの差の標準偏差は 1.7
0

Cであっ

た。もちろん乙の値は海域により異なり，例えば

測線W上では，衛星画像を得た日時から最も隔た

っているにもかかわらず衛星画像値は XBT値

より 0.80C上まわるだけであり 標準偏差も1.1

℃と小さく，この海域の変動が小さかった乙とを

示す。乙乙で得られた平均で1.4oC，標準偏差1.70C

という値は，浅沼，その他 (1985)1)の得た値に比べて

3倍程度大きくでている。乙れは浅沼らが比較的

一様な水温の場を選んで比較したのに対し，乙こ

での XBTの測点は水温変化の激しい場所を含ん

でいるためと思われる。 VASTANO，etal(1984)4) 

が，三陸・道東沖で行な ったNOAA6号による S

STとXBTによる表層水温の比較においては，

相互の観測点は 1日以内かっ25kmの範囲に入る

データを選んでいる。その結果衛星による SSTが

0.60C高く，標準偏差は 0.80Cであった，これに

較べても乙乙で得た値は 2倍程度大きい。今後，よ

り正確に衛星による SSTの精度の検討を行うた

めには，同時刻に得られた，できるだけ多数個の

現場水温と，衛星 SSTを照合する必要がある。

つぎに， 9月8日の衛星による SSTの分布と，

海域実験時 XBTによる水温構造を比較し，黒潮

北上分派，親潮第1，第 2分岐の挙動と水平的な

拡がりを推定する。写真 1には，図2中，点線で

固まれた海域の， 1 oc毎iζ レベルスライスされ色
づけられたNOAA衛星画像を示した。黒い部分は

雲である。 また図5~ζは ， 衛星画像の等温度線図，

および1，II， 1lI， IVの各測線での水温断面図を

各測線i乙平行になるように配し，両者の比較を容

易にするように表示した。

衛星画像のSSTとXBT観測による表層

水温および鉛直断面水温構造との比較

乙の節では，衛星画像による広域の海表面温度

と海域実験時のXBT観測による表層水温および

鉛直断面水温構造とを比較するとともに，実験時

iζ把えられた黒潮北上分派，親潮第 1，第2分岐

等の海洋構造の平面的な拡がりを推定する。

1985年9月11--21自にかけて 海洋科学技術セ

ンターでは，実験船、かいようぺ2，840t)を使い，

三陸・常磐沖で海洋観測を行った〈黒田，その他

(1986 )3))。乙の期間中の 9月12--15日において行

われた XBTによる水温観測結果を以下で利用す

る。図2に示した略図中の測線上 n，皿， IV
上の鉛直断面水温を用いる。

はじめに観測時の XBTの表層水温と 9月8日

の衛星画像の海表面温度の比較を行う。図 3，とは

衛星画像から SSTを読みとった値と， XBTの

3. 
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Comparison between the sea surface temperature obtained from the satellite irdage 

on September 8 and the subsurface temperature observed by XBT on each section. 
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図 4 9月11--15日の XBTによる表層水温

と同じ浪IJ点での 9月8日の衛星画像に

よる海表面温度の比較

Sea subsurface temperatures of all 

poi nts observed by XBT are com-

pared with the SST by satellite at 

the same locations， 

乙れらの図から以下の乙とがわかった。

黒湖北上分派

乙ζで

20∞o mi深楽の水温が1日50C以上の海域を黒潮本流，そ
れより北にあり ，200 m深の水温が100C以上の海

域(図5中の鉛直断面水温図で、影がつけられた海

域)を黒潮北上分派と便宣的に考える。黒田，その他

(1986 )3)は，測線匝上の 1440--145 Q 20' E にあ

る黒潮北上分派は 144050'E において100C等温

線の最大深度をもっていることから，乙乙 iζ中心

がある乙とそしてこの 144050'EのXBT水温の

鉛直プロファイルがiJttJ線I上の36050 i Nの黒潮

縁辺の鉛直プロファイノレと同様なプロファイノレを

もっている乙とから黒潮北上分派は乙の付近の黒潮

から分岐したものと考えている。本報告の衛星画像に

おいては，図3Cの測線頂上で270C台のSSTは1430

30' --145 t) E'とあったが， XBTの表層水温で、は1440

30; --145 C Eとなり，9月8日から9月13日の聞に急

激に東西方向に狭まくなった乙とになる。図5の

SST等温度線図において270C台は380Nまで達し

JAMSTECT R 17 (1986) 

o 10 20 300C 
哩・ー・ー.saaa哩'円哩?"'

孟雇溢溢画極通量画誕量温陣屋謹圃・園国溢温語圏

142. E 144 145 146 147 

写真 1 1885年9月8日の海表面温度函像

写真2iの拡大で1km x 1 kmの空間

分解能を持つ，黒い部分は雲

39 

N 

Enlarged satel1i舵 imageon Septem-

ber 8 in 1985 which was colored 

by 1 oC. 

ている。しかしながら南には雲が拡がり，乙の27

Oc台の水が黒潮の本流で・あるのか分離したもので
あるかは確認できない。しかし乙の高温水が9月8

自に測線皿上で観測された黒潮北上分派 と した

200 m深で、100C以上の水塊で、あると考えられる。

また，乙の黒潮北上分派は，画像の250Cの等温度

線からみると 144C 30 I E上を北に伸びて分布して

いる。また240Cの等温度線をみると 39030I N付近

で北東へ伸びるものと西ヘ伸びるものに分岐して

いて，少くとも37"Nから39030'Nまで乙の北上

分派はつながっていると考えられる。乙の黒潮北

上分派の流れに関しては，黒田，その他(1986)31が ド

ップラ一泊，IJ流計で流速分布を測定 した結果，測線

E上で分派流は暖水を右に見て流れる地衡性の流

れとなっており，暖水の中心では流れは弱く ，親

潮分岐との前線域で最大流速をもっ乙とを示して

いる。

親潮第2分岐

図5の衛星等温度線から親潮第 2分岐と黒瀬北

上分派との前線は 145010' E付近に存在し，380
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図5 衛星画像による海表面温度分布とXBTによる鉛直水温構造との比較
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:::黒潮北上分派蟻

Kuroshio branch 

Contour map of the sea surface tmperatur:e observed by the satellite on 

September 8 and the temperature sections observed by XBT during 

September 12-15. 
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〆

Nで3OC/ 20kmの水温勾配をもっ乙とがわかる。

図3bの測線Eの観測時 XBTとの比較をみると

前線位置は西ヘ移動し， X B T観測値に19
0

C

の低温水があらわれ， 8日から13日にかけ前線が

強化された乙とがわかる。乙れは第2分岐が南下

したためと思われる。

親潮第 1分岐

測線町の鉛直断面図上の 143030'E ~(.周囲に較

でて低温な水塊(100Cの等温線が50m深まで上昇

し，表層で220C台)が存在している。 ζれに対応

して画像上では， 143020' E， 38040'N ~(.中心を

おく220C台のパッチ状の低温水が存在する。乙れ

は親潮第 1分岐から切離された冷水と思われる。

乙の様i乙黒潮北上分派域 および親潮域の衛星

による SST分布は，海洋下部の暖・冷水の分布

や，水温前線等の海洋構造をよく反映していると

いえる。

4. 1985年三陸・常磐沖の海況変動

ここでは1985年 5月から11月にかけて，時系列

的に得られた衛星画像を示すとともに，それから

推定される三陸・常磐沖の海況変動について述べ

る。

斉藤(1984)5)は1980，..;.，81年にかけて， 128軌道

におよぶNOAA衛星のデータから，黒潮・親潮

の海況変動の解析を行っている。彼は模式的に

海洋前線をあらわし，海況変動の記述を行っ

ている。その図を参照し現象の位置，スケー

ノレ等を書き加え，図6~乙，三陸・常磐沖に存在す

る海洋現象の特徴を模式的に示した。図中Kは黒

潮前線を示し， K1 ， K2 は黒潮が本州の東で蛇行
して形成する峰の第1および第2の北向頂点の位

置を示す。 Wは暖水塊を示し，01 • O2は，親潮

第 1，および第2分岐の前線の南端位置を示す。

乙れらの現象についての総説は，}11合英夫(1972)引

によって詳しく述べられている。以下ではこの黒

潮前線，暖水塊，親潮前線について注目し，議論

していく乙とにする。写真 2には， 1 oC毎に等温

度でレベルスライスし，各温度レベル毎に色付け

した各画像を示した。同時に海況の特徴を抽出す

る為に，図6の模式図にあわせて，画像から適当

な等温度線を選び出し描いたものを横に並べた。

乙れらの写真から読みとられる特徴を黒潮，暖

JAMSTECT R 17 (1986) 

K1 ，黒潮前線の北向き蛇行第 1頂点

K2'黒潮前線の北向き蛇行第2頂点

W，暖水塊
01 ，親潮第 1分岐

O2 ，親潮第2分岐

人黒潮前線第 1，第2頂点間距離

h，黒潮前線頂点と谷部の距離

fE，経度方向の水平スケール
f N，緯度方向の水平スケール

。

Kl 

。

図6 三陵・常磐沖における海洋前線の模式図
Schematic diagram of the oceanic 
temperature fronts off the east coast 

of ]apan. 

水塊・黒潮北上分派，親潮に分け，表2にまとめ

た。黒潮の特徴としては，最高水温，黒潮前線の

北向き蛇行第 1頂点Ki，第2頂点K2の位置， Kl，

K2閣の距離人蛇行の峰から谷までの距離 hを

あげた。また，暖水塊については，最高水温，中

心位霞，南北，東西方向の水平スケールをあげた。

親潮については，第 l分岐と第2分岐につき，そ

れぞれの南端位置を示した。第1分岐の位置の認

定については，本州の沿岸付近にあり周囲より比

較的冷温の水を便宜的に第 1分岐とした。これが

まさに親潮第 1分岐の冷温水か，オホーツク海で

形成された融氷水，また，何らかの湧昇現象によ

る冷温水かは画像だけからは判断できず，他の観

測データとの比較が必要となる。しかしそれは本

報告の範囲ではない。表2には，それぞれの位置や
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写真及び図の説明は 120ページに示す。
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写真 2 1985年5月--11月のNOAA-9号の 1oc毎にレベルスライスされた熱赤外画像および海表面
温度の模式図図中 Kl' K2'は黒潮前線蛇行の北向き第 1頂部，第2頂部，Wは暖水塊，

Ksは黒潮北上分派，01， O2，は親潮第 1，第 2分岐，COは雲を示す。
NOAA-9 infrared images from May to November 1985 which were colored by 

1 oc. And the schematic diagrams of the sea surface temperature were drawn 
beside the photes. 

表2 衛星画像の海表面温度から推定される海況の特徴

Characteristics of the sea surface temperature 

fronts ass∞iated with Kuroshio. warm core 
ring， Kuroshio branch， and Oyashio intrusions. 

デ
照 潮 積水嫌

厳 ，¥1{行m第前線北向 風 η潮前線:lt向 最 中心位置タ
高 蛇 l頂点 tt 第 2頂点 酒

月 日醤 水 司血温 織鼠 モ の 他 水
温 温

号 ℃ 
JWC 東経 ，. 理ElllJ'C 東経 総度

℃ 
東経 緯/j{

ホ 水

23 MAY >25 21 142・w 36・2ぴ 20 146・3ぴ 36・2J' 』電 360岡 16 143・30: 38・0σ
h -240回

2 06 J UN >25 21 143・00' 36・40' 21 145040' 37・2'1' A = 240 18 143・0ぴ 38勺ぴ
h = 330 

3 01 J UL >25 21 142・20' 36・0σ cJoud cloud 20 143・30' 38・00

4 28 J UL 28 27 142・00' 36・00' φ • ? ? 。

s 09 AUG 2ヲ 28 143・00' 36・30' 。 。 28 143・10' 37・30'

6 22 AUG 28 27 143・4σ 38・20' 27 147・00' 37・21)' 黛剤師高温水の北上 ? ワ

A = 300 

7 25 AUG 30 27 143・40' 38・3σ cloud cl剖 d I 43"E 3604σN IC ? 。

3O"Cの織期中総本

8 04 SEP 29 29 144・10' 37・3ぴ cl叫Jd c10ue ? 。

9 08 SEP cloud cloud cloud cloue 27 144・10' 31・30'

10 21 SEP 29 27 143・20' 37・00' 27 147・00' 36・30' A = 330 26 144・00' 39・30'

11 030CT 26 25 142・00' 37・00' cloud cJoud 24 14S.00' 40・00'

12 04 NOV 21 25 143・00' 36・0σ 25 148・00' 36・00' A = 4S0 ワ 。

(注) ?・水温前線が明illC存在しなか。たζとを愈味する。
cloud・;1で海表面損度が緩みとれなかうた.
>:衛星画像の色表示の飯高温度を示し.実績にはそれ以よの温度の可能性が有る.

直径について水温前線と判断した識別水温値も記

した。また，各現象の位置は，写真2の模式図中

にその点を印した。との表2中の位置とスケール

に関する数値は，絶対的なものではなく，筆者ら

の判断で選んだ、水温に基づいた評価である。乙れ

らを参考に乙の海域の海況変動をまとめると以下

のようになる。

1985年春季に発生した大型暖氷塊，および

黒潮前線について

水路部発行海洋速報8号(1985年4月3日--4

月16日)で報告された表面水温分布図中で，常磐

沖の 14304ぴE，36030' N ~L 中心をおいた140C台

の閉曲線は孤立暖水塊の発生を示すものと思われ

る。これはその後，海洋速報11号 (5月15日--6

月4日)の 200m深の水温分布図において 1 44~ ，

38"Nを中心とし 13
0

C台をもっ大型の孤立暖水塊

120 

. 

2量
jJl[ 
水
温
℃ 

15 

15 

17 

26 

25 

25 

21 

m湖北 上 分派 続 潮

l直 続潮 第 合} 岐 観潮 1111 2 分敏

経 't' の 他
Z織11温"c 
街縫位置

B-ti温℃ 
需鎗位置

回
その他 その他

水 東経 鎗度 水 東経 車章 皮

f. 260 • III11t.水嫌 13 140・50'36勺σ 熔ぞい 13 147・00' 89・0ぴ
t. 220 
f.270 .!Il立暖ホ塊 13 141・3ぴ 38・10' 熔ぞい 13 146勺σ 39・0ぴ
t.220 
t.220 .Sl立暖水塊 13 142・10' 38.4σ 館ぞい cloud cJoud 
f.240 

23 141・00' 36・2σ cloud cloOO 

(， 270 -孤立暖水明 23 141・00' 36・00' 23 148勺ぴ 39・00'
ゐ 200

-暖水演は鳳湖と結合¢ ? ? 23 147司00' 39・00'
可絡性有り

cJoud cloω 23 147勺ぴ 39・0σ

25 143・0ぴ 37・0σ ._を圏直れる d制XI cloud 

.，.湖北上分派の中心Iil23 142・0ぴ 37・20' 21 146"00' :n.4σ .~帽下傾向

ー .l¥湖北上分減北上申 23 143・0ぴ 38・40' 21 145"30' 37・00'-陶下百道
.明 -観測時のJt上分派は 21 144・00' 37・30' 21 141.0町 37・30
146'E.4Z・Nの釧路沖
媛水t曜につながる

-釧路神暖水t血発達 19 14100ぴ 36・30' 19 147.00' 37・00'

と確認された。また工藤(1985)1)は，1985年6月

1日--12日の観測から，乙の孤立暖水塊は 1430

3ぴE'，38010' N に中心をおき長径230km，短径

140kmの大きさをもっと報告している。乙の大型

暖水塊を衛星画像から追跡すると，5月23日写真

2 a ~L は ， 最高水温160Cで常磐沖にみられた，そ

して，少なくとも 8月9日写真2eまで孤立暖水

塊として，1430E， 380N付近に中心をおいて存在

していたと考えられる。しかし，その後孤立暖水

塊の形状を衛星画像からは，判読できなくなった。

乙れについては，黒潮前線の北向き蛇行第1頂点

位置から次のように言える。 5月23--8月9日ま

で 1420--143030'E，36
0
--3604ぴNにあった黒潮

前線は 8月22日には，38020'Nまで北上していた。

乙れは，黒潮前線が8月9自に大型暖水塊が存在

した地点、よりさらに北上した乙とになる。また，
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8月22日の画像以降に大型暖水塊の特徴を抽出で

きず，原，その他(1986)8)が述べたように孤立暖

水塊が黒潮に結合，吸収された可能性がある。

親潮前線について

5月23日--8月25日〈写真2a--g)の閑，親

潮第2分岐は， 1460--1480E， 390N にあり南下の

兆候はなかった。しかし その後海域実験時の直

前の9月8日(写真2i )には， 146"E， 3704ぴ

Nまで150kmほど南下した。また，水温も210C以

下と冷温化し，黒潮との聞に 8
0

Cもの温度差をも

っている。そしてその後も南下をつづけ， 9月21

日 (写真 2j )には 370Nまで南下し，黒潮の蛇

行の第 1の峰の頂点と同緯度とな った。乙のよう

な親潮第 2分岐の南下が，海域実験時にみられた

黒潮の著しい蛇行に関連するかどうかは， 今後の

課題となろう。

9月以降の黒潮北上分派の挙動

1985年9月12日--15日の海域実験でとらえられ

た黒潮前線の北に存在し 200m深で、100C以上の比

較的暖かい黒潮北上分派(写真2i，j，k，の図中

Ksと表わす)は，その後， 9月21日(写真 2j ) 

には， 39030' Nまで北上したものと推測される。

その後も北上をつづけ， 10月3円.11月4日 (写

真 2k， .e)の衛星画像から釧路沖に存在してい
た暖水塊(写真2K， .eの図中WKと表わす)に暖
水を補給したものと推測される。

5. まとめ

1985年9月8日の NOAA熱赤外画像による表

面水温と 9月12--15日に行った海域実験で得られ

たXBTによる表層水温との比較を行った。また，

1985年5月，._11月にかけて12軌道の衛星画像によ

る海表面温度から三陸・常磐沖の海況変動を推定

した。それらの結果を以下にまとめる。

(1) 9月8日の衛星画像の海表面温度分布に現

れる前線域の水温勾配と，海域実験時に得られた

XBT による水温勾配はよく 一致し，特に黒潮北

上分派域，親潮前線域での衛星 SSTは直下の鉛

直水温構造をよく反映していた。

(2) 1985年春季に発生した大型暖水塊は8月9

日までの衛星画像において，直径 250km程度の孤

立暖水塊として常磐沖に中心を置き存在していた。

(3) 8月22日および25日の衛星画像から，その

JAMSTECTR 17 (1986) 

期間内に黒潮の高温水が380Nを越え北上した。

そして孤立暖水塊の形状は失われた。

(4) 9月 8日から 9月21日の衛星画像によると，

親潮第2分岐は南下傾向にあり，黒潮蛇行の北向

き第 1頂点と同程度の緯度まで南下し，強い水温

前線を形成した。

(5) 9月の海域実験時に観測された黒潮北上分

派の暖水は， 10月3日， 11月4日の衛星画像から，

その後北上をつづけ 釧路沖の暖水塊につながり，

それに暖水を供給し 釧路沖暖水塊の発達に寄与

したと推定される。

最後に，今回の海域実験では，衛星画像の海表

面温度分布から，黒潮，暖水塊，親潮等の位置を

把握し，効率的に測線の決定を行い，黒潮北上分

派の特徴をとらえることができた。しかし，高解

像度の衛星画像は陸上処理するだけであり，出港

直前の画像しか利用できなかった。この様な乙と

に対して，現在，海洋科学技術センターでは，陸

上処理された衛星画像を，海事衛星通信を利用し，

洋上で受信する方法を開発中である。これにより.

海域実験時にも，船上で広い海域をモニターしな

がら測線等φ決定を行うことが可能になるため，

より有効な観測データの取得が期待される。
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